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活動報告

こころネット KANSAI × DIVE プロデュース公演 

『あなたのとなりに』

上方文化笑学センター所員・社会学部　横田　　修

　2025年 1月 16日（木）～ 20日（月）に大阪の小劇場 ･ウィングフィールドにて、アルコール依存症を描くオム

ニバス劇『あなたのとなりに』が上演された。当センターは舞台の映像記録を担当した。

　本演目は、人々が抱える「生きづらさ」に取り組む医療・福祉等の専門家だけでなく当事者や一般市民からなる

NPO法人こころネット KANSAI（以下こころネットと表記）と、様々な地域の演劇人とネットワークを築きながら

「創造環境の整備と舞台芸術の一層の社会化に寄与すること」を目的に活動する NPO法人大阪現代舞台芸術協会（通

称 DIVE・以下 DIVEと表記）が連携して行うプロデュース作品である。

　具体的な創作の進め方は以下の通りである。まず、こころネットのコーディネートのもと、DIVEに所属する劇作

家 3名が、アルコール依存症の当事者やその家族、医療関係者などの支援者に対し、約 1年をかけて取材を行った。

作家には「依存症当事者」、「当事者家族」、「ケースワーカー」という視点がそれぞれ割り当てられ、30分程度の新

作短編戯曲を執筆した。その後、俳優オーディションが実施され、DIVE所属の演出家 3名が稽古を進め、舞台作品

を完成させた。

　作者の中には、2015年に OMS戯曲賞大賞を受賞した高橋恵（虚空旅団）が含まれ、総合演出は 2019年に文化庁

芸術祭優秀賞を受賞した橋本匡市（万博設計）が担当。さらに、監修は劇団太陽族の岩崎正裕が務めた。大阪を拠点

に活動する実力派の演劇人が結集した本企画は、全 7ステージがほぼ満席となる盛況のうちに幕を閉じた。なお、筆

者も微力ながら劇作メンバーの一人として参画する機会を得た。

　映像記録を残す意義は、アルコール依存症について学ぶ機会を提供することにある。想定される鑑賞者は、学生や

将来ケースワーカーを目指す人々である。

　もちろん、演劇は創作物であり、戯曲は論文や教科書とは性質を異にするテキストである。決して正確な知識や

正しい面接技法を示すものではないが、アルコール依存症という疾患を病い（illness）の観点から捉える上で、本作

『あなたのとなりに』は鑑賞に耐えうるメディアとなり得ると考える。

病いは、疾患のような生物医学的な論理的体系にもとづく説明とはちがって、それぞれの病者がみずからの五

感を通じて感知（perceive）したわずらいの過程でありその解釈であって、多義的な意味世界を包摂するのであ

る。1

　なぜ本作『あなたのとなりに』が、教育を目的とした鑑賞に耐えうるメディアとなり得るのか。以下に論じてみた

い。

　一つには、物語の中心が語りによって構成されている点である。拙作『わらってゆるして。』の創作にあたっては、

１　蘭由岐子．「病いの経験」を聞き取る―ハンセン病者のライフヒストリー．生活書院． 2017．p70
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画像 1・公演チラシ（表面）
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横田　　修：こころネット KANSAI× DIVE プロデュース公演 『あなたのとなりに』

画像 2・公演チラシ（裏面）
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6名の当事者、3名の医師、9名の精神保健福祉士に対し、それぞれ約 2時間のインタビューを実施した。本作は、

当事者やその家族、あるいは医療関係者の語り（ドラマ）を紡ぎ、創作した戯曲である。もちろん、一言一句がその

まま使用されているわけではなく（インタビュイーのプライバシー保護のため）、すべての言葉を忠実に再現してい

るわけでもない。本作はドキュメンタリー作品ではないが、語りのエッセンスを可能な限り取り入れ、作劇を行っ

た。その点は確かである。

　二つ目は、専門家の監修が色濃く反映されている点である。稽古を開始した直後に行われる本読み（俳優たちが戯

曲を見ながら台詞を読み合わせること）の段階から、稽古場を訪れたこころネットの関係者、特にケースワーカー

（精神保健福祉士）の皆さんから、リアリティに関する多くの厳しい意見を頂戴した。

　通常、戯曲には台詞を含む役同士の相互作用が描かれる。今作に登場するワーカーが劇中で患者に向けて発する言

葉や彼らへの接し方は、日頃から同様の仕事をしている人々にとって、その知見をもとに検証せずにはいられない対

象であったのだ。むしろ、後進の者たちに舞台映像を見せることを考慮すれば、当然のことと言えるかもしれない。

　指摘に対する対応は作者によって異なるが、筆者は指摘のあった箇所について、演出の早坂彩（トレモロ）と相談

しながら周辺の台詞の修正や改変を行った（もちろん、指摘をそのまま受け入れたわけではない）。細部にまで行き

届いた指摘は、一般的なドラマにおける専門家の監修を上回るほどであった。通常の創作ではあまり見られない過程

ではあるが、そのおかげで学びに資する作品の完成につながったように思う。

　ただし、繰り返すが戯曲は教科書ではない。描かれたやり取りにリアリティーがあればそれで良いかと言えば決

してそうではないのだ（あえてリアリティーのない描き方をすることで本質を突く描き方だって存在する）。創作物

としての戯曲とは、演劇とは、もっと自由な存在である。その点を十分に踏まえた上で、今作『あなたのとなりに』

は、演劇が教育的な目的に資するメディアとなりうる可能性を実感できる企画であった。

　筆者自身、アルコール依存症が疾患であることは知識として理解していたが、取材や作劇の過程を通じて、依存症

当事者やその家族、医療関係者などの支援者がこの病（やまい）に向き合うことの困難さを改めて認識するに至っ

た。映像記録の鑑賞者にも、同様の体験をしてもらえることを願う次第である。

画像 3・舞台『わらってゆるして。』（左より） 村尾オサム、森岡拓磨、木本牙狼、杉江美生　
撮影：河西沙織（劇団壱劇屋）


